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◆令和５年９月議会終了！◆ 

～９月議会では２点について一般質問させていただきました！～ 

「野田の明日を考える会」、金曜日の「金」に木曜日の「木」金木祐輔です！(一般質問の最初の挨拶です！(笑)) 

とにかく暑かった今年の夏でしたが、みなさんは元気にこの夏を乗り切ることができましたか？ 私は高

校・大学と水泳部で、夏場は毎日炎天下の中で泳いでいたということもあり、暑いシーズンは大好きで、今

まで夏バテになったことがないのが唯一の自慢！？ 今年も「手賀沼トライアスロン」に参加して、あの手

賀沼を泳ぎ、ヘロヘロになりながらも何とかゴールしましたが、今年の夏は本当に暑かった      

 

さて９月議会も無事終わり、「第３号」を発行することとなりました。読んでいただければ嬉しいです。 

一般質問では次の２点について質問させてもらいました。自分の番になると議長からの許可を得て、質問

するのですが、二日目のトップバターだった私は、「かねこゆうすけ議員！」と議長から名前を間違えられ

るハプニングも(笑)。今回はとっても身近な、でもとっても大切な質問を投げかけてみました！ 

 

① みずき小学校前の道路の安全対策について 子供の交通事故はなかったか？ 制限速度を４０キロにできないか？ 

  ② 市で管理している公園の整備について   「関宿台町東１号公園」や「２号公園」など、もっと整備が必要では？ 

 

①では、みずき小学校前の制限速度について質問。「いなげや」と「ココス」のある交差点がある南北に繋がる

２，１㎞の市道は見晴らしも良く、道路幅も広く歩道も整備されていますが、全線で制限速度５０キロ。市内小

中学校前の道路で、制限速度が５０キロになっているのはここだけかと…。反対側には「みずき公園」もあり、

子供達の安全面、事故防止の面からも制限速度の見直し、学校前だけでも４０キロにできないか、訴えました。 

【答弁】 

毎年「通学路改善会議」で検討している。みずき小前の市道は道路幅も広く、歩道も整備されており、車の

通行量もそれほど多くはないので、警察が定めている速度では５０キロが妥当であり、安全面からも制限速度

を４０キロにしても効果はないと考えられる。部分的に４０キロにするのはドライバーの混乱も招くこともあ

り難しい。学校や地域の方からの要望が数多くあれば検討していく必要がある。（またチャレンジしてみます！） 

 

②は、私の大切な教え子が住んでいるチーバ君の鼻の先、関宿台町の公園は、市が定期的に草刈りをしてくれて

いるけれど、雑草パワーが凄くてすぐに雑草が生い茂り、足を踏み入れる気にもならないくらい悲惨な状況(T_T) 

「誰もが楽しめる公園」とはほど遠い、本当に気の毒な公園なんです。教え子からも「先生、何とかして～！」 

と悲痛なお願いをされていて、その現状を伝えて、草刈りだけでなく抜本的な対策が必要だと訴え、市内の公園

整備について、当局の考えや今後の見通しなどを質問しました。 

【答弁】 

年間５回の除草を実施。「台町２号公園」は、一度ローラーをかけた。その後、三つ葉のような背の低い雑

草が生えてくれば良かったのだが、根が地面深く広く広がってしまう背の高い雑草が大量に増えて、今のよう

な状態になった。除草シートは利用者が足を引っかける危険があり、除草剤は環境に良くないので使用は考え

ておらず、現状では除草が効果的と考えている。（最後の草刈りが 11～12 月で、その後に様子を見て当局に相談してみます！） 

 

また、9月議会では3日間に渡り「決算審査特別委員会」が行われ、8名の委員が９００ページにも及ぶ

「令和4年度歳入歳出決算書」を、2ページ毎に細かくチェック、少しでも疑問などがあれば、その度に質

問し、それを当局の代表が答えることを繰り返して審議し、無事に令和 4年度の決算も承認されました！ 

 

 

 

 

 

  ～議員になって分かった 「あるあるクイズ！！」その３ ～ 

 今回のクイズはずばり「供託金」！ 売名行為を防ぐ意味でも、選挙に立候補すると必ず供託金を提出することに 

なります。さて、ここで問題！ この供託金、野田市議会選挙に立候補するといくら供託する必要があるでしょう？  

ちなみに衆参議員に立候補すると選挙区で 300万円、比例区だと 600万円、都道府県議会議員だと 60万円です。 

また、この供託金は戻ってくるのでしょうか？ 運良く奇跡的に当選して供託金が戻った私ですが、もし私が落選 

していたら、このお金はどうなっていたでしょうか？                  （答えは裏面に！） 

 

かねきんぐＮＥＷＳ     

第３号    



 

☆ 市議会ＮＥＷＳ ☆ 

８月６日（土）「踊り七夕」に野田市議会議員ダンシングチーム 15名で参加しま 

した！ 市役所チームの総勢 50名ほどと一緒に、揃いの浴衣に緑のタスキをかけて

（自分だけ頭に巻いて目立っていましたが…(笑)） 野田市本町通りを踊りまくり、練

り歩きました！  

沿道ではたくさんの方が楽しそうに応援してくれていましたが、何人もの教え子や

友人に声をかけてもらい、ちょっといい気分(^_^)v 

市役所８階の大会議室で、夕方５時半過ぎから８時前まで練習した「野田おどり」

「野田小唄」「のんちゃん音頭」３曲を汗だこになりながら、楽しく踊って、無事に 

「踊り七夕」デビューを飾りました！ 

私は、東京都の下町、江東区の森下で生まれ育ったシティーボーイ（笑)で、盆踊り 

と言えば「東京音頭」や「炭坑節」が定番だったのですが、さすが野田市育ちのベテ

ラン議員の方々は、踊り慣れた様子で要所要所でかけ声を掛けながら、本当に楽しそ

うに踊っていて、見ているだけで野田市愛を感じてしまいました！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「あるあるクイズ！！」その３ 答え！～ 

供託金は野田市の場合 30万円で、いわば選挙に出るためのエントリー料金です。供託金は選挙の当落にかかわらず、一定の票数以

上(このボーダーラインを「供託金没取点」と呼びます)を獲得すれば、当落に関わらず全額返還されることになっています。有効投票

総数÷定数×0.1という計算式があり、野田市の場合だと前回は 129124÷28×0.1＝461となり、461票獲得すれば全額返金されたわ

けです。私が落選したとしても 461票獲得していれば、没収されずに済んだことになりますね！  

30万返って来るのかどうか、心配で夜も寝られなかった私ですが本当に良かったぁ(笑)  応援してくれた皆さんのお陰です☺ 

 

★トピックス★ 

６月議会の一般質問は前号でも紹介したのですが、タイヤ部分を野田市の市章とコラボして 

自分で考えた「自転車ピクトグラム」を作って、資料に載せて質問したのです。 

自分ではなかなかの出来栄えだと思い、一般質問ではちょっと笑いを取ろうと「自画自賛」 

を「自画じーさん（爺さん）」と言ってみたら、議場内が静まり返って、焦ったのでした(T_T) 

すると後日、その模様をリアルタイムで観て下さっていた、自宅前の島会館の館長さんが、 

「良かったですよ。『じがじぃさん』最高です！ 笑っちゃいました！」と言ってくれたのです。 

まさかのお褒めの言葉に、見てくれて、笑ってくれた人がいたんだ、と嬉しくなりました（笑） 

 でも、この「自転車ピクトグラム」、野田市オリジナルでなかなか良い作品ですよねぇ(^_-)-☆      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」 

 

 

※パソコンやスマホで「野田市 金木祐輔」を検索！教え子が作ってくれた HP 見られます。創刊号＆第２号を読んでいない方でご

希望の方いたらご連絡を。郵送させていただきます。 keneking@jcom.zaq.ne.jp または kaneking3175@gmail.com ご意見なども！   

☆かねきの「ひとりごと」☆ 

私は高校・大学と水泳部でしたが、いつも予選落ちの本当に底辺の選手だったんです。順天堂大学水泳部だった私の唯一？の

自慢は、ソウルオリンピック 100ｍ背泳ぎでバサロ泳法を駆使して、金メダルに輝いた鈴木大地の先輩ということ。カラオケも

一緒に行きました。彼が歌う「上を向いて歩こう」の替え歌、「歩こう」の部分を全て「泳ごう」と歌う「上を向いて泳ごう」

は、背泳ぎをメイン種目として練習中ほとんど、上を向いて泳いでいる大地ならではの替え歌で、めっちゃ感動しました！  

私は、若い頃から泳ぐことは大好き（得意な泳ぎは「人生の荒波を泳ぐこと（笑）」）で、スイミングスクールでバイトしてい

たこともあるので、今年も…実は去年も、野田市内の小学校で、水泳授業のお手伝いをしたいと熱望していたのです。 

今年は、教育委員会の方々との打合せも済んで、いつ、どの小学校に行く、というスケジュールもほぼ決まって張り切ってい

たのですが、残念ながら最後の最後に色々あって実現せず、去年同様、柏市の小学校にお手伝いに行くことにしたのです。 

一昨年、少人数指導という立場で子供達や先生方のサポートをして、去年も水泳授業のお手伝いに行っていたので、私を知っ

ている高学年の児童からは「かねえもん」、私を知らない低学年の児童からは「プールの神様」と呼ばれ、毎日給食を食べさせ

ていただき約２週間、１時間目から６時間目まで炎天下の中、どの学年でも泳ぎの見本を見せたり、泳げない子供たちに蹴伸び

を教えたり、最後の日には 6 年生に水の事故を防ぐ上でも大切な「着衣泳」を教えたり、頭皮が焼けてむけないよう、メッシュ

のスイミングキャップの上に小学校ではお約束の赤白帽をかぶり頑張りました。来年こそ絶対に野田市の小学校で教えた～い‼ 
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